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 新宿アイランドは住宅・都市整備公団が西新宿六丁目東地区で進めてきた再開発事業で

す。西新宿の超高層外の北端に位置し、44 階建ての新宿アイランドタワーという高層オフ

ィス棟を中心に、集合住宅、多目的ホール、広場などからなる複合建築群です。パブリック

アートの設置は 1995 年に完了しました。 

 南條史生が代表を務めるナンジョウ アンド アソシエイツ（現 N&A 株式会社）は、本プ

ロジェクトにアート・コンサルタントとして参画し、複合ビルの周辺外溝および建物内部に

設置する現代美術作品の選定および作家との交渉、設置等に携わりました。高層ビル群が立

ち並ぶ、殺伐になりがちな都会の風景の中にアートを設置することによって事業全体の付加

価値を高めることをコンセプトとしています。同時に作品がそれぞれの品格を持ち、合理性

や経済性の論理からではなく、精神面での豊かさ、環境を演出できるように配慮しました。

このようなコンセプトから、アーティストに開発の意図や建物の性格を理解してもらうこと

が重要となり、作家は空間と作品の関係をフレキシブルに考えられるアーティストを選定

し、作品はすべて提案に基づく注文制作としました。本講演では、作品設置時の写真などを

交え、アーティストの選考過程から、当プロジェクトの全体像と各作品のコンセプトについ

て紹介します。 
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